
小 だ よ り福

学校教育目標

『豊かな心をもち、すすんで学ぶ子の育成』

【めざす子ども像】

　　○ほのぼの：認め合い、助け合う子

　　○いきいき：自ら学び、正しく判断する子

　　○すくすく：強いこころとからだにきたえる子

　水泳学習が始まり、子ども達はプールに入って楽しそうに活動していますが、温暖化

による気候変動のせいもあり、今年は例年よりも気温が高いようです。プールサイドに

水筒を持参させ、熱中症対策を講じて、安全に水泳学習を進めたいと思います。

　さて、大阪市教育振興基本計画（R8～11年）が策定されたことや、それを受けて福小

学校の運営に関する計画や取組内容をこれまでの学校だよりでお伝えしてまいりまし

た。今月の学校だよりは、今年度前期の「学校生活を振り返るアンケート」の結果をも

とに、今の福小学校の子どもたちの実態をお知らせいたします。

　①「いじめはどんな理由があっても、決して許されるものではないと思う」の項目に

最も肯定的に答えた子どもの割合が91％でした。これは、毎日の「心の天気」毎月の

「いじめアンケート」の取組みから、いじめを自分事として捉えることができるように

なってきていると考えられます。後期は100％に近づくように取組みを継続していきま

す。

　一方、⑤「自分には良いところがあると思う」の項目に最も肯定的に答えた子どもの

割合が50％でした。児童会活動（主にたてわり班活動）を通して、高学年に活躍の場を

与え、自己有用感や自己肯定感、自尊感情を高める取り組みを工夫して、自分に自信を

もたせていきたいと考えています。

　⑥⑦「友だちと話しあう活動やタブレット端末を利用して、自分の考えを深めたり、

広げたりしている」の項目に最も肯定的に答えた子どもの割合が53～60％でした。昨年

度の研究教科は国語でしたが、今年度は教科を限定せず、様々な教科において、タブレ

ット端末を友だちとの対話を活性化させる一つの道具として使う校内研究を進めてまい

ります。タブレット端末は持ち帰りを原則としますので、ご家庭におかれましても、子

どもに学校でどのように使っているか、話を聞いてあげてください。また、コグトレ、

ます計算、タイピング練習など、保護者の方と一緒に学習できるアプリも入っています

ので是非ご確認ください。

　健康面については、⑬「規則正しい生活を心がけている」の項目に最も肯定的に答え

た子どもの割合が６３％でした。『早寝早起き朝ごはん』を合言葉に、食事の時の姿勢

についてもご家庭でご指導していただければ幸いです。

 

　以上、前期の「学校生活を振り返るアンケート」の結果をもとに、課題を明確にし、

教職員一丸となって全力で指導に当たり、後期のアンケートでは、どの項目においても

最も肯定的な回答（青）がさらに増えるようになればと思っております。

　今後とも、本校教育活動の推進にご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

 （校長　立野岡　克）
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学校生活の様子について（前期）



６年生　７月６日、８日時間割変更

　先日、お手紙でお知らせしましたが、７

月８日に歯磨き指導を６時間目に行います

ので、６年生の下校時刻変更があります。

７月６日は５時間授業、７月８日は６時間

授業となります。

登校終了日と登校開始日について

　夏休み前の登校終了日は７月１６日

（木）です。給食終了後１３時４５分下校

となります。

　また、夏休み後の登校開始日は８月２６

日（水）で給食後１３時４５分下校となり

ます。よろしくお願いします。






	学校生活の様子について（前期）
	　水泳学習が始まり、子ども達はプールに入って楽しそうに活動していますが、温暖化による気候変動のせいもあり、今年は例年よりも気温が高いようです。プールサイドに水筒を持参させ、熱中症対策を講じて、安全に水泳学習を進めたいと思います。 　さて、大阪市教育振興基本計画（R8～11年）が策定されたことや、それを受けて福小学校の運営に関する計画や取組内容をこれまでの学校だよりでお伝えしてまいりました。今月の学校だよりは、今年度前期の「学校生活を振り返るアンケート」の結果をもとに、今の福小学校の子どもたちの実態をお知らせいたします。
	　①「いじめはどんな理由があっても、決して許されるものではないと思う」の項目に最も肯定的に答えた子どもの割合が91％でした。これは、毎日の「心の天気」毎月の「いじめアンケート」の取組みから、いじめを自分事として捉えることができるようになってきていると考えられます。後期は100％に近づくように取組みを継続していきます。 　一方、⑤「自分には良いところがあると思う」の項目に最も肯定的に答えた子どもの割合が50％でした。児童会活動（主にたてわり班活動）を通して、高学年に活躍の場を与え、自己有用感や自己肯定感、自尊感情を高める取り組みを工夫して、自分に自信をもたせていきたいと考えています。 　⑥⑦「友だちと話しあう活動やタブレット端末を利用して、自分の考えを深めたり、広げたりしている」の項目に最も肯定的に答えた子どもの割合が53～60％でした。昨年度の研究教科は国語でしたが、今年度は教科を限定せず、様々な教科において、タブレット端末を友だちとの対話を活性化させる一つの道具として使う校内研究を進めてまいります。タブレット端末は持ち帰りを原則としますので、ご家庭におかれましても、子どもに学校でどのように使っているか、話を聞いてあげてください。また、コグトレ、ます計算、タイピング練習など、保護者の方と一緒に学習できるアプリも入っていますので是非ご確認ください。 　健康面については、⑬「規則正しい生活を心がけている」の項目に最も肯定的に答えた子どもの割合が６３％でした。『早寝早起き朝ごはん』を合言葉に、食事の時の姿勢についてもご家庭でご指導していただければ幸いです。
	　以上、前期の「学校生活を振り返るアンケート」の結果をもとに、課題を明確にし、教職員一丸となって全力で指導に当たり、後期のアンケートでは、どの項目においても最も肯定的な回答（青）がさらに増えるようになればと思っております。 　今後とも、本校教育活動の推進にご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。  （校長　立野岡　克）


	６年生　７月６日、８日時間割変更
	登校終了日と登校開始日について

